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要旨：平成19年度から特別支援教育が本格的に実施されるのを前に、全国の小・中学校等においては特別支援教育コー
ディネーターの指名、校内委員会の設置、個別の指導計画の作成など、特別なニーズのある子どもたちを適切に支援
するための仕組みが整いっつある。このような中、兵庫教育大学特別支援教育コーディネーターコースでは、本学の
教育・社会調査研究センターと共同で特別支援教育コーディネーターに関するプロジェクトを立ち上げた。このプロ
ジェクトは①特別支援教育コーディネーターに関する調査研究の実施、②研究誌『特別支援教育コーディネーター研
究』の発行、③全国特別支援教育コーディネーター会議の開催を柱とするものであり、特別支援教育の推進に寄与す
ることを目的としている。本稿では、特別支援教育コーディネーターに関する調査研究の一環として実施する「特別
支援教育コーディネーターに関する全国悉皆調査」の目的、概要等について報告する。
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はじめに
平成19年度から特別支援教育が本格的に実施される。
特殊教育から特別支援教育への転換において最も注目
すべき点のひとっは、対象となる児童生徒数の拡大を
支える支援体制の確立であろう。つまり、およそ6．4％
いるとされるLD、ADHD、高機能自閉症の児童生徒に
対して適切に対応するための仕組みづくりが急務となっ
ているのである。
小・中学校等においては、校内の体制整備の要であ
る特別支援教育コーディネーターの指名、校内委員会
の設置がすすみ、個々の児童生徒に適切に支援するた
めの手立てを記載する個別の指導計画が作成されてい
る。また、盲・聾・養護学校（特別支援学校）におい
ても、特別支援教育コーディネーターの指名、及びセ
ンター的機能の発揮に取り組まれている。いずれにし
ても、特別支援教育を推進する上で、特別支援教育コー
ディネーターは大きな期待を寄せられており、校内の
みならず地域のキーパーソンとして活躍することが求
められている。なお、特別支援教育コーディネーター
の役割、機能等の詳細については、柘植ら（2006）を
参照されたい。
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I　「特別支援教育コーディネーターに関する全
国悉皆調査」の位置づけ
1．特別支援教育コーディネーターに関するプロジェ
クト
このような特別支援教育コーディネーターの重要性
から、特別支援教育コーディネーターコース（コース
の詳細については、本誌掲載の宇野・石橋・柘植論文
を参照のこと。）の教員と本学の教育・社会調査研究
センターとが共同で、特別支援教育コーディネーター
に関する3年間のプロジェクトを立ち上げた。プロジェ
クトは①特別支援教育コーディネーターに関する調査
研究の実施、②研究誌『特別支援教育コーディネーター
研究』の発行（詳細は本誌掲載の柘植・宇野・石橋論
文を参照のこと。）、③全国特別支援教育コーディネー
ター会議の開催を柱とするものである。
本プロジェクトを通して、特別支援教育コーディネー
ターの指名や活動状況といった全国的な進捗状況に関
する基礎的データを把握する一方で、研究誌の発行や
会議の開催を通じて先進的な取り組みを広め、共有す
ることが可能となると考えられる。
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2．特別支援教育コーディネーターに関する調査研究
プロジェクトの柱の一つとしてこの度実施する特別
支援教育コーディネーターに関する調査研究は、各学
校における特別支援教育の進捗状況を把握し、後年に
行うフォローアップ調査の結果と比較分析することで
経年の変化を把揺すると共に、諸外国の状況との国際
比較を行うことで我が国の取り組みの状況や特徴を明
らかにすることをねらいとしている。
これまでにも、いくつかの研究機関や研究者により、
特別支援教育コーディネーターについての調査は実施
されてきた。それらはいずれも対象地域が限定されて
いたり、対象とする学校は抽出により選定されていた。
また、わが国の特別支援教育の状況を、巨視的に諸外
国の状況と比較するといった視点は見られなかった。
つまり、①全国全ての公立幼稚園・小学校・中学校・
高等学校を対象としていること、②経年変化を視野に
入れていること、③諸外国との比較を含んでいること
が本調査研究の大きな特徴である。
一　特別支援教育コーディネーターに関する調査研究は
次の3段階の調査から構成する予定である。
〔第1調査〕特別支援教育コーディネーターに関する
全国悉皆調査
全公立幼稚園、小学校、中学校、高等学校、盲・聾・
養護学校を対象に実施。2006年11月に質問紙を発送し、
現在回収・分析中。
〔第2調査〕海外調査
アメリカ、イギリス、韓国の3か国において、2007＿
2008年に実施予定。
〔第3調査〕国内フォローアップ調査
第1調査後の進捗状況や変化について知るために、
2008－2009年に実施予定。
つまり、本稿で述べる「特別支援教育コーディネー
ターに関する全国悉皆調査」は、特別支援教育コーディ
ネーターに関する調査研究の第1調査に位置づいてい
る。
Ⅱ　特別支援教育コーディネーターに関する全国
悉皆調査
1．日的
平成15年度から全国の小・中学校等で始まった特別
支援教育コーディネーターの指名や養成の状況から鑑
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みて、まだまだそのスタート地点である現時点におい
て、その実施状況についての全国的、また基礎的な事
項を把握するために調査を悉皆で行う。これにより、
各コーディネーター、各学校、各市町村・都道府県、
研究者や専門家が、実態・成果・課題などの現状をあ
まねく把挺すると共に、今後の在り方を検討する際の
重要な基礎的データと資することが期待される。
2．対象
全ての公立幼稚園、小・中学校、高等学校、盲・聾・
養護学校、合計約35000校。
3．実施手順
質問紙作成から現段階までの手順は次の通りである。
まず、2006年7月中旬までに、コース教員で質問紙
の素案を作成した。7月下旬にその素案について、大
学院の授業科目「コーディネート概論」の授業時間の
一部を利用して院生に質問紙に対する意見を求め、記
入しにくい質問、分かりにくい表現等を指摘してもらっ
た。なお、この授業の受講生19名のうち15名が現職教
員である。また、この中には目名の特別支援教育コー
ディネーターコースの院生が含まれており、適切な意
見を頂戴することができた。
さらに、8月上旬に「第1回特別支援教育コーディ
ネーターに関する全国悉皆調査会議」を開催した。こ
れは、10名の外部協力者の方々に「特別支援教育コー
ディネーターに関する全国悉皆調査」についてそれぞ
れの専門のお立場からご意見をいただく目的で開催さ
れたものである。この会議は、コース教員4名、教育・
社会調査センター職員4名、外部協力者の方々6名の
参加を得た。なお、当日出席できなかった外部協力者
の方々には紙面にて意見を頂戴した。これらの意見を
踏まえ、コース教員で質問紙を完成させた。
10月中旬に文部科学省及び都道府県・政令指定都市
教育委員会に対し、調査の概要と質問内容を知らせる
文書を郵送した。
その後、11月1日付で学校・園に対し質問紙を発送
した。返送期限は12月15日とした。
なお、質問紙の発送及び回収、データの取りまとめ
等は外部の専門機関に委託している。
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4．調査内容
特別支援教育の仕組みが整いっつある現段階におい
ては、「質」に対する関心が高まってきている。つま
り、特別支援教育コーディネーターに関しても、単に
指名されているかどうかではなく、コーディネーター
がどのように活躍しているのか、成果はどのようなも
のなのか、またそのための養成はどうあるべきなのか
といった事柄に関心が移りつつある。
そこで、調査内容としては、学校規模、特殊学級等
の設置、コーディネーターの指名や担当者の校内での
役職といった形式的な内容のみならず、コーディネー
ターとしての活動内容、情報の共有、研修、意識につ
いても尋ねることにした。
質問項目は、校長・園長先生に回答いただく部分と
特別支援教育コーディネーターの先生に回答いただく
部分から構成されている。質問項目の概要を以下に示
す。
〔校長・園長先生に回答いただく部分〕
学校の基礎情報
・学校規模、特殊学級や通級指導教室の設置
・確かな学力の向上・豊かな心の育成など学校全体と
しての取組
・コーディネーターの指名や校内委員会の組織、保護
者への周知など特別支援教育の取り組み状況等に関
する内容
〔特別支援教育コーディネーターの先生に回答いただ
く部分〕
コーディネーター自身の基礎情報
・コーディネーター担当者のこと（教員経験年数、校
内での役職・担当、コーディネーターとしての経験
年数等）
・コーディネーターとしての活動内容（特別支援教育
に関する年間計画作成への関与や個別の指導計画作
成への関与等）
・コーディネーター研修への参加状況（様々な研修会
への参加状況と研修内容等）
コーディネーターとしての活動の情報共有と評価
・自己のコーディネーターとしての活動の情報提供と
振り返り（コーディネーターのニュースレター等を
通じた周知に向けた取組等）
・コーディネーター問の活動の情報共有（地域でのコー
ディネーター会議の開催、地域でのコーディネーター
新聞の発行等）
意識調査
・コーディネーターに求められること（リーダーシッ
プ、特別支援教育に関する知識・技能、ネットワー
ク形成等）
・コーディネーターとしての活動の魅力や成果（業務
の魅力、得られた成果等）
・コーディネーターとしての活動の悩みや課題（研修
の機会、他の業務との兼務等）
・コーディネーターについて考えていること（特別支
援教育推進のキーパーソンとしての認識等）
5．調査結果の取りまとめと公表
調査結果は、集計した部分から、『特別支援教育コー
ディネーター研究』、報告書、兵庫教育大学大学・特
別支援教育コーディネーターコース・教育・社会調査
研究センター等のホームページを通じて順次公表した
いと考えている。折りLも2007年9月に兵庫教育大学
が当番校となって日本特殊教育学会第45回大会（神戸
大会）を開催する（大会の詳細については次のホーム
ページを参照のこと。http：／／www．edu．hyogo－u．aC．jp／shog
萌i4ase45kobe．html）。この大会での発表も検討してい
る。また、広く一般に向け、調査結果の概要を分かり
やすく示したパンフレットを作成し配布することも検
討している。
既に述べたように、「特別支援教育コーディネーター
に関する全国悉皆調査」は、特別支援教育コーディネー
ターに関する調査研究の第1調査に位置づくものであ
る。第2調査、第3調査を終了した段階で、わが国に
おける2年間での取り組み状況の変化、諸外国との比
較検討についても順次報告したいと考えている。
なお、集計データや解析途中の基礎的なデータも必
要に応じて公開とし、別の視点・手法からの解析を他
者が行うことも可能にするデータアーカイブ方式を採
用し公開する予定である。
おわりに
特別支援教育への転換が図られっっある。特別支援
教育コーディネーターは各学校・園において特別支援
教育を推進していくためのキーパーソンである。ここ
で紹介した「特別支援教育コーディネーターに関する
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全国悉皆調査」は、特別支援教育コーディネーターの
活動を通して、各学校・園・地域における特別支援教
育の実情を把握することをねらいとしている。また一
方で、『特別支援教育コーディネーター研究』の発行、
全国特別支援教育コーディネーター会議の開催を通じ
て先進的な取組を紹介し広報することも意図しており、
特別支援教育コーディネーターに関するプロジェクト
全体を通じて、今後のよりよい教育へ貢献することを
願っている。
最後になりましたが、本調査にご協力いただきまし
た幼稚園、小学校、中学校、高等学校、盲・聾・養護
学校の先生方及び教育委員会の皆様に感謝の意を表し
たい。
文献
柘植雅義・宇野宏幸・石橋（手島）由紀子（2006）
「特別支援教育コーディネーター～その役割・養成・
実践実例と展望～」『兵庫教育大学研究紀要』29，39－
47．
12
